
新
人
作
家
で
あ
っ
た
頃
の
芥
川
の
小
説
は
、
一
般
読
者
に
は
評
判

が
い
い
一
方
で
、
そ
の
虚
構
性
、
面
白
み
が
理
解
さ
れ
ず
に
自
然
主

義
作
家
か
ら
辛
辣
な
批
評
も
受
け
て
い
た
。
例
え
ば
田
山
花
袋
の

「
手
巾
」
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
。

か
う
い
ふ
作
の
面
白
味
は
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
何
処
が
面
白

い
の
か
と
い
ふ
の
か
と
い
ふ
気
が
す
る
。
こ
の
前
の
『
芋
粥
』

で
も
何
に
意
味
を
感
じ
て
作
者
が
書
い
て
ゐ
る
の
か
少
し
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
対
照
か
ら
生
ず
る
面
白
味
、
気
の
き
い
た
と

い
ふ
点
か
ら
生
ず
る
面
白
味
、
さ
ふ
い
ふ
も
の
以
外
に
、
何
が

（注
l
)

あ
る
で
あ
ら
う
か
。

（
二
枚
板
の
机
上
ー
十
月
の
創
作
其
他
」
『
文
章
世
界
』
大
正

五
年
―
一
月
）

こ
の
よ
う
な
酷
評
が
あ
り
な
が
ら
も
、

序

芥
川
の
小
説
は
多
く
の

芥
川
龍
之
介
研
究

「
手
巾
」
は
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
十
月
『
中
央
公
論
』
に
発

表
さ
れ
た
。
当
時
芥
川
は
二
四
歳
で
、
同
年
七
月
、
東
京
帝
国
大
学

文
科
大
学
英
吉
利
文
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
。

そ
の
頃
の
執
筆
活
動
を
み
る
と
、
在
学
中
は
、
大
正
四
年
四
月

第
＿
節
発
表
前
後
と
久
米
と
の
関
係

第
一
章

人
々
に
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
早
く
か
ら
人
気
作
家

と
し
て
の
地
位
を
得
る
こ
と
も
で
き
、
現
在
に
お
い
て
も
読
者
は
絶

え
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
現
代
を
舞
台
と
し
た
「
手
巾
」
と
い
う
虚
構
世
界
は
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
成
立
背
景
、
研
究
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
そ
の
意
味
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

成
立
背
景
と
索
材

濱

崎

隆
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「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
十
二
月
「
羅
生
門
」
を
と
も
に
『
帝
国
文
学
』
に

発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
発
表
当
初
文
壇
人

の
言
及
は
ま
っ
た
く
な
く
、
黙
殺
さ
れ
て
い
る
。
大
正
五
年
二
月
に

は
、
第
四
次
『
新
思
潮
』
の
創
刊
号
に
「
鼻
」
を
発
表
。
こ
の
作
品

を
夏
目
漱
石
が
芥
川
宛
の
書
簡
で
、
「
敬
服
し
ま
し
た
、
あ
ヽ
い
ふ

も
の
を
是
か
ら
二
三
十
並
べ
て
御
覧
な
さ
い
文
壇
で
類
の
な
い
作
家

に
な
れ
ま
す
然
し
『
鼻
』
丈
で
は
恐
ら
く
多
数
の
人
の
眼
に
触
れ
な

い
で
せ
う
触
れ
て
も
み
ん
な
が
黙
過
す
る
で
せ
う
そ
ん
な
こ
と
に
頓

着
し
な
い
で
ず
ん
／
＼
御
進
み
な
さ
い
群
衆
は
眼
中
に
置
か
な
い
方

(It2) 

が
身
体
の
薬
で
す
」
と
激
賞
し
、
芥
川
は
自
信
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
頃
に
は
塚
本
文
と
の
結
婚
を
考
え
だ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

五
月
「
風
」
（
『
希
望
』
）
、
八
月
「
仙
人
」
（
『
新
思
潮
』
）
、
「
野
呂
松

人
形
」
（
『
人
文
』
）
を
発
表
。
『
新
思
潮
』
は
月
刊
誌
で
、
同
人
は
五

人
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
頃
に
は
雑
誌
の
依
頼
の
仕
事
も
あ

り
原
稿
に
追
わ
れ
る
生
活
で
あ
っ
た
。
九
月
に
は
「
芋
粥
」
（
『
新
小

説
』
）
、
「
猿
」
（
『
新
思
潮
』
）
を
発
表
。
そ
し
て
、
十
月
『
中
央
公

論
』
に
「
手
巾
」
の
発
表
と
な
る
。
十
一
月
か
ら
は
一
高
教
授
畔
柳

都
太
郎
の
紹
介
で
、
海
軍
機
関
学
校
へ
の
就
職
の
た
め
横
須
賀
に
行

き
、
十
二
月
か
ら
正
式
に
海
軍
機
関
学
校
教
授
嘱
託
に
就
任
す
る
。

次
に
「
手
巾
」
は
何
を
素
材
と
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
表
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
か
を
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

「
手
巾
」
の
直
接
の
素
材
は
久
米
正
雄
か
ら
得
た
も
の
だ
と
思
わ

れ
る
。
「
手
巾
」
が
発
表
さ
れ
る
約
ニ
ヶ
月
前
、
大
正
五
年
八
月
号

の
『
新
思
潮
』
に
久
米
正
雄
の
「
母
」
と
い
う
短
篇
小
説
が
発
表
さ

れ
た
。
「
手
巾
」
の
主
人
公
で
あ
る
「
長
谷
川
謹
造
先
生
」
が
新
渡

戸
稲
造
を
主
人
公
に
し
て
い
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
久
米

の
「
母
」
も
新
渡
戸
稲
造
を
モ
デ
ル
と
す
る
作
品
で
あ
る
。
芥
川
は

こ
の
「
母
」
と
い
う
作
品
を
意
識
し
て
「
手
巾
」
を
書
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

大
正
五
年
七
月
に
大
学
を
卒
業
し
た
芥
川
と
久
米
は
、
八
月
十
七

日
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
千
葉
県
一
の
宮
に
滞
在
し
て
い
る
。
一
の
宮

は
、
千
葉
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
明
治
以
降
は
避
寒
．
避
暑
の
別

荘
地
と
な
り
、
海
水
浴
場
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
芥
川
は
大
正

(It3) 

三
年
に
も
府
立
三
中
時
代
の
友
人
に
紹
介
さ
れ
て
一
の
宮
に
滞
在
し

た
こ
と
が
あ
る
。
大
正
五
年
も
、
府
立
三
中
の
二
年
後
輩
で
あ
る
蔭

山
金
左
衛
門
の
紹
介
で
一
の
宮
館
と
い
う
旅
館
に
滞
在
し
た
。
そ
の

時
芥
川
は
蔭
山
宛
に
書
簡
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
「
僕
は
こ

こ
へ
来
る
時
に
二
つ
の
計
画
を
立
て
た
。
―
つ
は
小
説
を
五
つ
六
つ

（沖

4
)

書
く
事
で
、
一
っ
は
頭
の
毛
を
の
ば
す
事
で
あ
る
。
」
と
書
い
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
一
の
宮
滞
在
の
目
的
は
、
小
説
を
書
く
こ

と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

本
を
読
み
、
海
で
泳
ぎ
、
小
説
を
書
こ
う
と
思
っ
て
久
米
と
話
を

し
て
い
る
う
ち
に
、
「
母
」
の
素
材
や
内
容
に
話
が
及
び
、
同
じ
素

材
で
作
品
を
書
く
こ
と
を
思
い
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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第
二
節

で
は
、
「
手
巾
」
「
母
」
の
共
通
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
新
渡
戸

稲
造
と
芥
川
・
久
米
は
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

新
渡
戸
稲
造
は
、
明
冶
三
九
年
九
月
か
ら
大
正
二
年
四
月
ま
で
一

裔
校
長
の
戦
に
在
る
。
芥
川
ら
の
一
高
入
学
は
明
治
四
三
年
九
月
で
、

卒
業
は
大
正
二
年
七
月
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
在
学
中
と
新
渡
戸
の

在
任
は
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
す
る
と
、
校
長
と
し
て
の
新
渡
戸
に

（注
5
)

接
す
る
機
会
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
し
、
芥
川
自
身
、
後
年
の
講
演

で
新
渡
戸
の
授
業
を
受
け
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
学
入
学
後
、
よ
り
創
作
に
近
い
時
点
で
言
え
ば
、
大

正
五
年
三
月
、
英
文
科
の
外
人
教
授
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
の
葬
儀

（沈

6
)

の
席
で
、
彼
ら
は
新
渡
戸
の
英
語
に
よ
る
弔
辞
を
聞
い
て
い
る
。

「
母
」
と
比
較
し
て

「母」

「
手
巾
」
と
同
じ
素
材
で
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
久
米
の

と
い
う
作
品
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

物
語
は
一
高
入
学
試
験
当
日
の
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
《
学
校
に
別

し
て
出
勤
を
要
す
る
》
わ
け
で
は
な
い
が
、
英
語
の
試
験
の
日
で
あ

る
か
ら
、
受
験
生
の
様
子
に
《
参
考
に
な
る
点
、
又
は
他
日
講
堂
の

訓
話
か
人
生
訓
の
材
料
に
で
も
な
る
事
は
無
い
か
》
と
、
先
生
は
学

校
に
向
か
う
。
《
い
つ
も
時
間
を
守
り
つ
け
て
ゐ
る
先
生
》
は
、
家

用
に
手
間
取
っ
て
遅
れ
た
の
を
《
不
快
》
に
思
い
な
が
ら
校
門
に
着

く
。
す
る
と
、
そ
こ
に
《
一
人
の
清
楚
な
中
年
の
婦
人
》
が
立
っ
て

い
る
の
が
見
え
る
。
い
っ
た
ん
や
り
過
ご
し
た
先
生
は
、
《
何
か
面

白
い
事
情
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
》
の
で
、
思
い
直
し
て
用
件
を
尋

ね
る
。
婦
人
は
あ
る
受
験
生
の
母
親
で
、
病
気
を
押
し
て
受
験
す
る

息
子
の
身
を
案
じ
て
、
こ
う
し
て
待
っ
て
い
る
の
だ
と
言
う
。
そ
の

話
を
聞
い
て
先
生
は
《
教
育
家
の
感
動
を
抑
へ
切
れ
》
な
く
て
、
教

室
を
回
っ
て
、
そ
の
受
験
生
を
見
つ
け
、
『
ど
う
だ
ね
。
体
の
具
合

は
何
と
も
な
い
か
い
。
』
『
ぢ
や
あ
気
を
つ
け
て
し
つ
か
り
書
き
給

へ
』
と
声
を
か
け
る
。
そ
し
て
、
そ
の
無
事
を
校
舎
外
の
母
親
に
伝

え
る
。
婦
人
は
《
笑
ひ
を
湛
へ
て
お
辞
儀
》
す
る
。
次
に
本
文
は
以

（柁

7
)

下
の
よ
う
に
続
く
。

先
生
は
只
何
と
な
く
嬉
し
か
っ
た
。
而
し
て
殊
に
又
―
つ
の
訓

話
の
材
料
が
出
来
た
の
を
思
ふ
と
嬉
し
さ
が
二
倍
す
る
の
を
感

じ
た
。そ

の
後
矢
田
部
先
生
は
講
堂
で
右
の
話
を
予
定
通
り
訓
話
に

し
た
事
は
云
ふ
迄
も
無
い
。

そ
れ
を
聞
い
た
《
当
時
の
学
生
の
自
分
》
は
、
そ
れ
を
自
分
の
母

親
に
話
す
。
そ
の
母
親
は
『
私
に
は
辿
も
そ
ん
な
真
似
は
出
来
な
い

よ
』
と
微
笑
を
洩
ら
す
。
そ
こ
で
物
語
は
お
わ
る
。

「
手
巾
」
と
比
較
す
る
と
、
先
生
を
椰
楡
の
対
象
と
し
て
い
る
点

で
一
致
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
《
吾
が
流
暢
な
外
国
語
に
聞
き
惚
れ

て
見
た
い
と
云
ふ
、
可
愛
い
ヽ
欲
望
を
持
つ
て
ゐ
た
》
り
、
《
有
名
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な
人
が
自
分
の
名
を
云
ふ
時
に
感
ず
る
一
種
の
誇
り
》
を
感
じ
な
が

ら
《
私
は
矢
田
部
で
す
が
。
》
と
付
け
加
え
た
り
、
婦
人
が
安
心
し

た
こ
と
よ
り
も
《
訓
話
の
材
料
》
が
で
き
た
こ
と
に
《
嬉
し
さ
》
が

《
二
倍
す
る
》
の
を
感
じ
た
り
、
作
者
は
明
ら
か
に
先
生
を
か
ら

か
っ
て
い
る
。
「
手
巾
」
に
お
い
て
は
《
曲
り
な
り
》
の
《
興
味
》

で
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
ル
ク
を
読
ん
だ
り
、
顔
で
は
笑
っ
て
い
た
が
全
身

で
泣
い
て
い
る
の
気
づ
い
て
《
満
足
》
し
た
り
、
西
山
夫
人
の
こ
と

を
奥
さ
ん
に
話
し
て
《
満
足
に
思
っ
た
》
り
し
て
い
る
。
「
母
」
と

「
手
巾
」
は
主
人
公
で
あ
る
先
生
を
同
じ
よ
う
に
椰
楡
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

ま
た
、
「
母
」
の
《
日
本
の
婦
人
に
の
み
あ
る
一
種
の
道
義
的
連

想
を
伴
ふ
、
一
種
の
美
》
を
持
つ
《
清
楚
な
中
年
の
婦
人
》
と
、

《
日
本
の
女
の
武
士
道
》
精
神
を
持
ち
《
賢
母
ら
し
い
婦
人
》
で
あ

る
西
山
夫
人
は
、
よ
く
似
て
い
る
。

浅
野
洋
氏
は
、
「
手
巾
」
と
「
母
」
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
指

（注
8
)

摘
し
て
い
る
。

作
品
全
体
の
構
成
で
み
る
な
ら
、
「
母
」
も
「
手
巾
」
も
教

育
家
と
し
て
の
令
名
高
い
先
生
（
い
ず
れ
も
新
渡
戸
稲
造
を
祐

彿
と
さ
せ
る
）
が
、
子
を
思
う
母
親
と
し
て
の
情
を
内
に
秘
め

た
日
本
的
な
中
年
婦
人
の
礼
節
あ
る
態
度
に
感
じ
入
り
、
そ
こ

に
道
徳
的
な
意
味
を
見
出
し
、
日
頃
の
自
説
の
傍
証
と
す
る
、

と
い
う
点
で
は
、
ほ
と
ん
ど
同
エ
異
曲
の
二
篇
だ
と
い
え
よ
う
。

「母」

武
士
道
（
小
品
）久

米
に
献
ず

で
は
、
そ
の
体
験
を
早
速
《
訓
話
》
の
材
料
と
し
て
多

く
の
一
高
生
に
語
り
か
け
、
「
手
巾
」
で
は
、
愛
妻
ひ
と
り
に

《
熱
心
な
聴
き
手
を
見
出
》
す
、
と
い
う
聞
き
手
の
多
寡
に
相

違
は
あ
っ
て
も
、
倍
加
す
る
《
嬉
し
さ
》
を
感
じ
た
《
長
谷
部

（注
9
)

博
造
》
と
《
滴
足
に
思
っ
た
》
《
長
谷
川
謹
造
》
と
の
間
に
落

差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

も
っ
と
も
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
指
摘
の
通
り
全
体
の
構
成
に
つ
い

て
も
、
登
場
人
物
の
性
格
に
つ
い
て
も
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
二
篇

の
類
似
性
は
単
な
る
偶
然
と
い
う
よ
り
、
明
ら
か
に
芥
川
が
「
母
」

を
意
識
し
て
「
手
巾
」
を
書
い
た
結
果
だ
ろ
う
。

第
三
節

「
手
巾
」
に
は
「
武
士
道
（
小
品
）
」
と
題
す
る
草
稿
が
あ
る
。

そ
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
は
じ
ま
る
。

東
京
帝
国
大
学
教
授
長
谷
部
博
造
先
生
は

の
籐
椅
子
に
楽
々
と
腰
を
か
け
て
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
ル
グ
の

ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
イ
を
読
ん
で
い
た
。

「
武
士
道
（
小
品
）
」
に
つ
い
て

ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
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「
久
米
に
献
ず
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
あ
り
、
主
人
公
の
名

前
が
「
母
」
の
初
出
時
の
主
人
公
の
名
前
と
同
じ
「
長
谷
部
博
造
」

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
作
品
が
久
米
に
材
料
を
提
供
し
て
も

ら
い
、
「
母
」
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

浅
野
氏
は
、
「
久
米
に
献
ず
」
は
「
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
な
知
己
特

有
の
挨
拶
で
あ
り
、
久
米
に
対
す
る
芥
川
の
軽
い
挑
撥
の
気
分
を
示

す
も
の
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
至
言
で
あ
ろ
う
。
こ
の
サ
プ
タ
イ
ト

ル
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
久
米
へ
の
個
人
的
な
競
作
意
識
が

多
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

久
米
は
『
新
思
潮
』
十
月
号
の
「
編
輯
の
後
に
」
に
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

（ママ）

芥
川
の
小
説
「
手
吊
」
が
中
央
公
論
に
で
る
。
そ
れ
は
一
龍

新
思
潮
の
た
め
に
書
き
出
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
別
に
書
こ
う

と
し
た
材
料
が
、
ど
う
も
充
分
発
酵
し
な
い
で
、
そ
れ
を
中
央

（
マ
マ
）

公
論
へ
廻
し
た
の
た
。
（
中
略
）
新
思
潮
を
読
ん
で
呉
れ
る
讀

者
は
、
大
抵
中
央
公
論
も
見
る
だ
ろ
う
が
、
新
理
智
派
と
も
称

す
べ
き
彼
の
小
説
中
、
殊
に
文
明
批
評
を
狙
っ
た
「
手
吊
」
の

如
き
は
、
殊
に
注
意
し
て
読
ん
で
頂
き
度
い
。

こ
の
久
米
の
言
葉
も
参
考
に
し
て
成
立
経
緯
を
考
え
る
と
、
芥
川

は
ま
ず
久
米
の
「
母
」
を
読
ん
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
一
の
宮
な

ど
で
久
米
と
雑
談
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
身
も
一
高
時
代
に
接
し
た

こ
と
の
あ
る
新
渡
戸
稲
造
を
素
材
と
し
て
作
品
を
書
く
こ
と
を
考
え

た
。
そ
れ
で
、
「
武
士
道
（
小
品
）
」
を
《
新
思
潮
の
た
め
に
書
き
出

し
た
》
。
し
か
し
、
当
時
文
壇
の
登
竜
門
と
称
さ
れ
て
い
た
『
中
央

公
論
』
の
た
め
に
《
書
こ
う
と
し
た
材
料
が
、
ど
う
も
充
分
発
酵
し

な
い
》
の
で
、
「
武
士
道
（
小
品
）
」
に
手
を
加
え
、
主
人
公
の
名
前

を
変
え
、
「
手
巾
」
と
改
題
し
て
『
中
央
公
論
』
に
発
表
し
た
。
こ

の
よ
う
な
経
緯
で
発
表
に
至
っ
た
と
い
う
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
「
手
巾
」
が
成
立
し
た
の
だ
と
考
え
る
と
、

こ
の
草
稿
は
も
と
も
と
『
新
思
潮
』
用
の
原
稿
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
「
久
米
に
献
ず
」
と
い
う
サ
プ
タ
イ
ト
ル

の
存
在
や
「
母
」
と
主
人
公
の
名
前
が
同
じ
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て

い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
同
時
に
「
手
巾
」
と
の
相
違
点
で
あ
る
わ

け
だ
が
、
草
稿
と
「
手
巾
」
に
は
も
う
一
っ
大
き
な
相
違
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
作
品
の
末
尾
部
分
の
有
無
で
あ
る
。

「
手
巾
」
の
末
尾
部
分
で
あ
る
「
掻
い
た
手
は
、
本
を
持
っ
て
い

た
手
で
あ
る
。
」
か
ら
「
ぢ
つ
と
、
秋
草
を
描
い
た
岐
阜
提
灯
の
明

い
灯
を
眺
め
始
め
た
。
…
…
」
の
部
分
が
「
武
士
道
（
小
品
）
」
に

は
無
い
。
こ
の
「
手
巾
」
の
末
尾
部
分
は
、
作
品
全
体
の
解
釈
に
お

い
て
も
重
要
な
個
所
で
あ
る
。
末
尾
部
分
の
解
釈
次
第
で
作
品
全
体

の
解
釈
が
変
り
得
る
の
で
、
こ
の
部
分
は
次
章
以
降
で
取
り
扱
い
た

い
と
思
っ
゜
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「
手
巾
」
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
新
渡
戸
稲
造
は
、
明
治

三
二
（
一
八
九
九
）
年
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に

"
B
u
s
h
i
d
o
,
T
h
e
 

S
o
u
l
 of J
a
p
a
n
"
を
発
表
し
て
い
る
。
翌
明
治
＿
―
-
三
年
に
は
東
京

の
裳
華
堂
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
日
本
語
訳
の
最
初
の
も
の
は
、
明
治

四
一
年
の
櫻
井
鵬
村
に
よ
る
訳
本
だ
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
『
武
士

道
』
と
い
う
邦
題
で
あ
る
。
新
渡
戸
の
著
書
は
他
に
『
修
養
』
（
明

治
四
四
年
九
月
）
、
『
世
渡
り
の
道
』
（
大
正
元
年
十
月
）
、
『
一
日
一

言
』
（
大
正
四
年
一
月
）
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
版
を
重
ね
て
い
る
。

「
母
」
や
「
手
巾
」
が
発
表
さ
れ
た
大
正
五
年
に
は
、
新
渡
戸
稲

造
の
名
は
、
そ
れ
ら
教
訓
書
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
の
著
者
と
し
て
盛

名
を
は
せ
て
い
た
。

ま
た
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
芥
川
は
、
一
高
校
長
と
し
て
の
新
渡

戸
に
直
接
触
れ
る
機
会
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
武
士
道

（
小
品
）
」
ま
た
は
「
手
巾
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
新
渡
戸
の
代

表
的
著
作
に
目
を
通
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
『
武
士
道
』
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
武
士
道
に
つ
い
て
の
新
渡
戸
の
見
解
が
示
さ
れ
、

「
手
巾
」
の
草
稿
が
「
武
士
道
（
小
品
）
」
と
題
さ
れ
て
い
る
の
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
何
か
し
ら
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
見

て
い
き
た
い
。

『
武
士
道
』
第
十
一
章
「
克
己
」
に
次
の
よ
う
な
例
が
出
さ
れ
て

第
四
節
新
渡
戸
の
「
武
士
道
」
と
の
関
連

最
近
中
国
と
の
戦
争
〔
日
清
戦
争
〕
に
際
し
あ
る
連
隊
が
某
市

を
出
発
し
た
時
、
多
く
の
群
集
が
隊
長
以
下
軍
隊
に
訣
別
す
る

た
め
停
車
場
に
群
れ
集
う
こ
と
を
私
は
思
い
出
す
。
こ
の
時
、

一
ア
メ
リ
カ
人
が
、
声
高
き
感
情
の
爆
発
を
予
期
し
つ
つ
そ
の

場
所
に
行
っ
て
見
た
。
そ
れ
は
全
国
民
そ
の
も
の
が
ひ
ど
く
興

奮
し
て
い
た
し
、
か
つ
そ
の
群
衆
の
中
に
は
兵
士
の
父
、
母
、

妻
、
愛
人
等
も
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
ア
メ
リ
カ

人
は
奇
異
の
感
を
抱
い
て
失
望
し
た
。
別
れ
を
告
げ
、
ハ
ン
カ

チ
ー
フ
を
振
る
者
な
く
、
一
語
を
発
す
る
者
な
く
、
た
だ
深
き

沈
黙
の
中
に
耳
を
す
ま
せ
ば
き
ょ
き
嗚
咽
の
洩
る
る
を
聴
く
の

み
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
《
挙
止
沈
着
、
精
神
平
静
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
種
類

の
激
情
に
も
擾
れ
な
い
》
日
本
人
の
一
例
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
人

の
理
解
で
き
な
い
誇
る
べ
き
日
本
人
の
態
度
と
し
て
、
新
渡
戸
は
肯

定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
続
く
。

家
庭
生
活
に
お
い
て
も
ま
た
、
親
心
の
弱
さ
に
出
ず
る
行
為

を
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
、
襖
の
蔭
に
立
ち
な
が
ら
、
病
む
児

の
呼
吸
に
終
夜
耳
を
澄
ま
せ
た
父
親
が
あ
る
！
臨
終
の
期
に
も

そ
の
子
の
勉
学
を
妨
げ
ざ
ら
ん
が
た
め
に
、
こ
れ
を
呼
び
返
す

こ
と
を
抑
え
た
母
親
が
あ
る
。
我
が
国
民
の
歴
史
と
日
常
生
活

と
は
、
プ
ル
タ
ー
ク
の
も
っ
と
も
感
動
す
べ
き
ペ
ー
ジ
に
も
善

（注
10)

い
る
。
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第
二
章

こ
の
章
で
は
こ
れ
ま
で
「
手
巾
」
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き

た
の
か
を
整
理
し
な
が
ら
見
て
い
こ
う
と
思
う
。

研
究
史

＜
匹
敵
し
う
る
英
雄
的
婦
人
の
実
例
に
充
ち
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
「
克
己
」
の
章
に
以
下
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

じ
っ
さ
い
日
本
人
は
、
人
性
の
弱
さ
が
最
も
酷
し
き
試
煉
に

会
い
た
る
時
、
常
に
笑
顔
を
作
る
傾
き
が
あ
る
。
我
が
国
民
の

笑
癖
に
つ
い
て
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス
そ
の
人
に
も
優
る
理
由
が
あ

る
と
、
私
は
思
う
。
け
だ
し
我
が
国
民
の
笑
い
は
し
ば
し
ば
、

逆
境
に
よ
っ
て
擾
さ
れ
し
時
、
心
の
平
衡
を
恢
復
せ
ん
と
努
力

を
隠
す
幕
で
あ
る
。
そ
れ
は
悲
し
み
も
し
く
は
怒
り
の
平
衡
錘

で
あ
る
。

《
英
雄
的
婦
人
の
実
例
》
と
は
ま
さ
に
、
西
山
夫
人
で
あ
り
、

《
最
も
酷
し
き
試
煉
に
会
い
た
る
時
》
に
作
る
笑
顔
と
は
、
自
分
の

息
子
の
死
を
語
り
な
が
ら
も
口
角
に
見
せ
る
西
山
夫
人
の
微
笑
に
相

当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
西
山
夫
人
」
は
、
新
渡
戸
が

『
武
士
道
』
で
理
想
と
し
た
常
に
感
動
の
抑
制
の
で
き
る
、
ま
た
は
、

心
の
平
衡
を
保
と
う
と
す
る
日
本
的
な
態
度
を
持
ち
得
た
人
物
と
し

て
芥
川
が
用
意
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
「
手
巾
」
の
主
題
に
つ
い
て
の
言
及
の
早
く
は
、
吉
田
精

（注
11)

一
氏
の
も
の
が
あ
る
。

武
士
道
乃
至
そ
れ
を
か
こ
む
封
建
的
観
念
に
対
す
る
皮
肉
を

主
題
と
し
た
の
で
あ
る
。
文
明
批
評
と
し
て
は
つ
つ
こ
み
方
が

足
り
ず
、
作
者
自
身
も
問
題
だ
け
を
出
し
て
、
身
を
ひ
い
て
し

ま
つ
て
ゐ
る
観
が
あ
る
が
、
気
の
利
い
た
ま
と
ま
り
の
よ
い
短

篇
で
あ
る
。

登
場
人
物
の
細
か
な
分
析
は
な
い
が
、
作
中
の
「
先
生
」
を
「
橋

梁
」
と
は
名
ば
か
り
の
伝
統
主
義
に
と
ら
わ
れ
た
人
物
と
し
て
描
き
、

そ
こ
に
封
建
的
観
念
に
対
す
る
皮
肉
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
ま
た
、
前
章
で
引
用
し
た
『
新
思
潮
』
十
月
号
の
「
編
輯

の
後
に
」
に
お
い
て
、
久
米
が
「
手
巾
」
の
狙
い
を
「
文
明
批
評
」

と
し
た
た
め
か
、
「
文
明
批
評
」
と
し
て
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

久
米
が
「
文
明
批
評
を
狙
っ
た
」
と
言
っ
た
の
は
、
芥
川
か
ら
そ

の
意
図
を
直
接
間
い
た
の
か
、
久
米
が
「
手
巾
」
を
読
ん
で
感
じ
た

の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
芥
川
に
近
い
久
米
の
発
言
で
あ
る
た
め
、

そ
の
後
も
「
文
明
批
評
」
と
し
て
の
「
手
巾
」
が
評
価
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

吉
田
氏
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
見
解
と
し
て
、
片
岡
良
一
氏
の
も

（柱

12)

の
が
あ
る
。

片
岡
氏
は
「
こ
の
作
は
武
士
道
と
い
う
も
の
に
対
す
る
軽
い
批
判

が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
「
武
士
道
風
1

あ
る
い
は
封
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建
時
代
風
の
感
情
を
お
し
殺
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
態
度
と
、
そ
れ

を
そ
っ
ち
ょ
く
に
、
自
然
の
ま
ま
に
流
露
さ
せ
る
の
を
い
い
と
す
る

近
代
風
の
考
え
方
と
の
、
対
決
を
取
り
扱
っ
た
こ
と
に
な
る
」
と
論

じ
て
い
る
。

ま
た
、

先
生
の
最
後
の
動
揺
に
つ
い
て
、

ス
ト
リ
ン
ト
ベ
リ
も
顔
は
笑
い
な
が
ら
手
は
悲
し
ん
で
い
る

ー
の
か
、
そ
れ
と
も
怒
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

と
に
か
く
そ
う
い
う
二
重
の
意
味
を
持
つ
演
技
を
嫌
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
長
谷
川
先
生
も
も
う
一
度
は
っ
と

思
っ
て
、
こ
れ
は
う
っ
か
り
こ
の
お
か
あ
さ
ん
の
態
度
に
感
心

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

と
説
明
し
、
芥
川
の
「
西
山
夫
人
」
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
作
者
が
）
武
士
道
風
の
矯
飾
主
義
に
賛
成
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
気
持
ち
は
、
そ
れ
に
強
く
同
感
し
よ
う
と
し

た
長
谷
川
先
生
の
気
持
が
、
作
品
の
最
後
に
い
っ
て
は
ぐ
ら
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
瞭
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
片
岡
氏
の
論
で
は
、
西
山
婦
人
の
示
し
た
態
度
を
《
武
士
道

の
矯
飾
主
義
》
だ
と
解
し
、
そ
れ
を
ハ
イ
ベ
ル
ク
夫
人
の
《
二
重
の

演
技
》
と
同
一
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
芥
川
自
身
は
西
山
夫
人
の
態

度
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る
。

（注
13)

次
に
、
三
島
由
紀
夫
氏
の
以
下
の
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
も
美
談
否
定
物
で
、
末
尾
に
は
又
な
く
も
が
な
の
レ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
ゐ
る
が
、
こ
こ
に
は
作
者
自
身
の
云
つ

て
い
る
「
型
」
の
美
が
あ
る
。
そ
し
て
人
生
と
演
技
と
が
相
渉

る
部
分
に
つ
い
て
極
度
に
潔
癖
な
自
意
識
家
の
作
者
は
、
「
手

巾
」
で
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
、
西
山
夫
人
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
な
人
生
的
演
技
を
、
―
つ
の
静
止
し
た
形
で
、
「
型
」
の
美

と
み
と
め
て
ゐ
た
。
こ
の
型
の
美
が
、
能
楽
の
或
る
刹
那
の
型

の
や
う
な
輝
き
を
放
つ
て
、
コ
ン
ト
の
小
さ
な
型
式
と
融
和
し

た
の
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
で
は
、
末
尾
の
部
分
を
《
な
く
も
が
な
の
レ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
》
と
し
、
片
岡
氏
が
《
武
士
道
の
矯
飾
主
義
》
と
し
て
芥
川

が
批
判
し
て
い
る
と
し
た
西
山
夫
人
の
態
度
を
、
《
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
な
人
生
的
演
技
》
と
し
て
《
無
意
識
の
う
ち
に
》
《
「
型
」
の
美
と

み
と
め
て
ゐ
》
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
三
島
氏
の
解
釈
に
対
し
、
海
老
井
英
次
氏
は
、
「
西
山
夫
人

へ
の
注
目
は
、
作
品
の
読
み
方
と
し
て
は
極
め
て
明
快
な
も
の
を
提

示
し
得
て
お
り
、
作
品
論
の
領
域
を
広
げ
た
も
の
と
言
え
る
」
と
し

な
が
ら
も
、
西
山
夫
人
の
「
実
人
生
を
演
劇
に
還
元
し
て
し
ま
っ
た

（注
14)

と
こ
ろ
に
成
っ
た
、
恣
意
的
な
論
に
他
な
ら
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。

確
か
に
「
文
明
批
評
」
と
し
て
の
視
点
を
認
め
な
い
の
は
、
多
く
の

要
素
を
捨
て
去
り
す
ぎ
た
観
が
あ
る
。
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（注
15)

続
い
て
、
三
好
行
雄
氏
の
次
の
よ
う
な
論
が
あ
る
。

伝
統
主
義
と
の
関
連
を
説
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
近

代
の
醒
め
た
眼
に
よ
る
武
士
道
の
批
判
と
い
う
テ
ー
マ
は
明
確

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
山
夫
人
は
美
し
い
。
子
供
を

死
な
せ
た
悲
し
み
を
、
膝
の
う
え
の
一
枚
の
手
巾
で
耐
え
な
が

ら
微
笑
す
る
夫
人
の
演
技
は
、
近
代
の
批
判
精
神
か
ら
型
（
マ

ニ
イ
ル
）
と
し
て
斥
け
ら
れ
た
に
し
て
も
、
彼
女
は
な
お
美
そ

の
も
の
な
の
で
あ
る
。

三
好
氏
も
ま
た
、
《
子
供
を
死
な
せ
た
悲
し
み
を
、
膝
の
う
え
の

一
枚
の
手
巾
で
耐
え
な
が
ら
微
笑
す
る
夫
人
の
浪
技
》
を
、
《
近
代

精
神
か
ら
》
《
斥
け
ら
れ
》
る
型
、
つ
ま
り
、
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
ル
グ

の
非
難
す
る
ハ
イ
ベ
ル
ク
夫
人
の
二
重
の
演
技
と
同
一
視
し
、
主
題

は
《
武
士
道
の
批
判
》
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
片
岡
説
と

一
致
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
、
《
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
山
夫

人
は
美
し
い
》
《
な
お
美
そ
の
も
の
》
と
し
、
三
島
説
を
も
継
承
す

る。
西
山
夫
人
の
態
度
と
ハ
イ
ベ
ル
ク
夫
人
の
二
重
の
演
技
と
は
、
異

質
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
は
、
磯
貝
英
夫
氏
の
次
の
よ
う
な

（注
16)

論
で
あ
る
。西

山
夫
人
と
ハ
イ
ベ
ル
ク
夫
人
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
や
は
り
そ

れ
ほ
ど
う
ま
く
は
対
応
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
悲
し
み
を
真

剣
に
隠
し
て
い
る
西
山
夫
人
の
笑
顔
術
と
、
ハ
イ
ベ
ル
ク
夫
人

の
見
せ
る
た
め
の
演
技
と
は
、
簡
単
に
―
つ
に
く
く
り
う
る
よ

う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
「
性
質
」
の
違
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

西
山
夫
人
の
微
笑
術
が
、
武
士
道
に
お
け
る
自
己
抑
制
的
価

値
観
を
土
台
と
し
て
養
成
さ
れ
て
き
た
表
現
術
ー
ー
＇
型
で
あ
る

こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
一
方
に
、
児

を
失
っ
た
母
親
の
悲
し
み
と
い
う
厳
粛
な
実
感
が
実
在
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
こ
の
微
笑
術
が
演
技
に
な
る
危
険
は
き
わ
め
て

少
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
中
略
）
そ
う
ゆ
う
実

質
を
持
た
な
い
ハ
イ
ベ
ル
ク
夫
人
と
西
山
夫
人
と
の
差
は
や
は

り
大
き
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
差
を
無
視
す
る
類
比
は
浅
薄
だ

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
西
山
夫
人
の
示
し
た
態
度
と
ハ
イ
ベ
ル
ク
夫
人
の

二
重
の
演
技
を
同
一
視
す
る
の
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
、

《
実
感
が
実
在
し
て
い
る
》
西
山
夫
人
の
態
度
を
長
谷
川
先
生
が
、

一
般
化
し
て
《
内
部
か
ら
に
じ
み
出
て
く
る
も
の
が
失
わ
れ
、
外
部

か
ら
の
力
に
依
存
し
て
型
が
保
た
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
美
で
も
な
く
、

倫
理
で
も
な
く
な
る
》
危
険
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
気

付
く
こ
と
な
く
、
《
武
士
道
倫
理
を
も
っ
て
世
界
の
調
和
を
は
か
ろ

う
と
す
る
よ
う
な
一
元
的
な
ゆ
め
は
ど
う
も
閉
口
だ
ー
~
芥
川
の
感

覚
実
質
は
、
多
分
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
》
と
磯
貝
氏

は
指
摘
し
て
い
る
。
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ま
た
、
《
「
武
士
道
と
さ
う
し
て
そ
の
型
と
ー
」
と
い
う
一
般
的
な

な
ぞ
を
ぶ
っ
つ
け
て
先
生
自
体
は
ひ
っ
こ
ん
で
し
ま
う
の
だ
か
ら
、

読
者
は
対
象
を
見
失
っ
て
マ
ゴ
マ
ゴ
す
る
》
と
末
尾
の
部
分
の
あ
い

ま
い
さ
に
も
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

先
生
の
不
安
は
、
西
山
夫
人
に
つ
い
て
の
自
分
の
判
断
が

「
臭
味
」
と
い
う
よ
う
な
思
い
が
け
な
い
こ
と
ば
と
衝
突
し
た

結
果
、
ぐ
ら
つ
き
だ
し
た
と
こ
ろ
に
起
こ
っ
て
い
る
と
し
か
読

め
な
い
。
す
る
と
、
読
者
の
懐
疑
の
焦
点
は
西
山
夫
人
に
向

か
っ
て
、
先
生
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
西
山
夫
人
そ
れ
自
体
を
臭
味
と
結
び
つ
け

る
こ
と
は
、
論
理
的
に
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
読
者
は
ま
た
混

乱
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
西
山
夫
人
に
対
す
る
《
懐
疑
的
な
観
念
の
ゴ
タ
ゴ

タ
な
ど
は
だ
れ
も
心
に
残
し
て
い
な
い
》
の
で
、
《
作
品
の
総
合
的

な
印
象
と
し
て
は
、
西
山
夫
人
の
け
な
げ
な
姿
だ
け
が
、
ま
と
も
な

形
で
心
に
残
る
の
で
あ
る
》
と
、
三
島
氏
に
も
同
意
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
「
手
巾
」
は
、
磯
貝
氏
の
論
を
踏
ま
え
て
論
じ
ら
れ
る

（杵

17)

こ
と
に
な
る
。
海
老
井
英
次
氏
の
次
に
挙
げ
る
論
も
そ
の
―
つ
で
あ

る。

西
山
夫
人
と
ハ
イ
ベ
ル
ク
夫
人
の
、
手
巾
を
握
り
し
め
る
所

作
は
、
外
見
上
は
確
か
に
同
一
で
あ
る
と
し
て
も
、
一
方
は

「
一
般
道
徳
上
」
の
問
題
で
あ
り
、
他
方
は
「
演
出
法
」
に
属

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
次
元
に
お
い
て
決
定
的
な
相
違
が
あ

る
の
は
当
然
で
、
作
者
も
そ
の
点
に
言
及
し
て
お
り
無
自
覚
な

の
で
は
な
い
。
（
中
略
）
こ
の
二
者
は
ま
っ
た
く
評
価
基
準
の

異
な
っ
た
次
元
に
そ
れ
ぞ
れ
属
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
両
者
の
比
較
自
体
が
も
と
も
と
意
味
を
な
さ
な
い
の
で

あ
る
。
（
中
略
）
西
山
夫
人
と
ハ
イ
ベ
ル
ク
夫
人
と
の
次
元
の

異
な
り
を
無
視
し
て
、
両
者
の
所
作
の
同
一
性
に
の
み
心
を
奪

わ
れ
て
、
両
者
に
東
西
の
断
層
を
見
出
し
て
、
目
覚
め
て
い
る

の
が
長
谷
川
先
生
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
海
老
井
氏
は
、
西
山
夫
人
の
態
度
と
ハ
イ
ベ
ル
ク

夫
人
の
演
技
を
同
一
視
し
、
《
演
劇
と
実
人
生
と
を
混
同
す
る
と
い

う
、
極
め
て
未
分
化
の
精
神
の
所
有
者
、
す
な
わ
ち
長
谷
川
先
生
が

問
題
の
核
心
》
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
芥
川
の
狙
い
は
、

西
欧
的
な
も
の
と
日
本
的
な
も
の
の
調
和
を
信
ず
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
長
谷
川
先
生
を
戯
画
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
調
和
自
体
が

戯
画
的
な
も
の
で
し
か
な
い
と
い
う
批
判
で
あ
っ
た
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
手
巾
」
の
解
釈
、
と
く
に
、
作
者
が
西
山
夫
人
を

肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
の
か
は
、
定

ま
っ
て
い
な
い
。

（注
18)

次
に
と
り
あ
げ
る
比
較
的
新
し
い
浅
野
洋
氏
の
論
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
手
巾
」
論
を
確
認
し
な
が
ら
、
西
山
夫
人
の
態
度
に
は
「
美
」

を
認
め
な
い
。
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も
し
仮
に
西
山
夫
人
が
《
美
し
い
》
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ま

ず
作
品
の
現
実
が
基
本
的
に
は
〈
長
谷
川
先
生
の
眼
〉
を
通
し

て
捉
え
ら
れ
た
世
界
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
、
西
山
夫

人
は
新
渡
戸
稲
造
が
《
美
し
い
》
と
信
ず
る
〈
型
〉
を
忠
実
に

な
ぞ
る
ダ
ミ
ー
と
し
て
作
者
が
注
意
深
く
仕
立
て
た
典
型
的
形

象
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
手
巾
」
に
即
し
て
い
え
ば
、
西
山

夫
人
を
《
美
し
い
》
と
感
ず
る
の
は
、
誰
よ
り
も
長
谷
川
先
生

そ
の
人
で
あ
り
、
そ
の
〈
美
〉
に
《
倫
理
的
背
景
》
を
見
出
だ

し
て
《
満
足
》
を
覚
え
る
長
谷
川
先
生
の
〈
視
座
〉
こ
そ
、
作

者
の
疑
わ
し
げ
な
眼
に
よ
っ
て
ま
ず
問
わ
れ
る
当
の
も
の
で
あ

る
。
（
中
略
）
そ
う
し
た
人
問
的
な
悲
し
み
の
内
実
を
そ
っ
く

り
抜
き
に
し
た
ま
ま
、
西
山
夫
人
の
態
度
を
武
士
道
の
倫
理
的

な
〈
型
の
美
〉
を
顕
在
す
る
も
の
と
み
な
し
、
日
頃
の
自
説
の

証
左
へ
と
簡
単
に
付
会
し
て
し
ま
う
安
直
さ
と
御
都
合
主
義
は
、

お
の
ず
と
そ
の
《
倫
理
》
が
内
包
す
る
偽
善
性
を
露
呈
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
西
山
夫
人
の
〈
美
〉
は
、
倫
理
が
含
む
偽
善
性
を

暴
く
た
め
に
長
谷
川
謹
造
も
し
く
は
新
渡
戸
稲
造
の
眼
に
か
な
う

〈
美
〉
と
し
て
作
者
が
用
意
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
作
者
に

と
っ
て
の
〈
美
〉
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
結
論
と
し
て
、
こ
の
作

品
は
、
《
旧
世
代
に
属
す
る
「
令
名
あ
る
教
育
家
」
を
血
祭
り
に
あ

げ
》
《
知
的
据
傲
を
誇
る
新
世
代
の
青
年
が
、
同
じ
世
代
の
〈
幕
開

け
〉
を
高
ら
か
に
告
知
す
る
い
か
に
も
明
解
な
作
意
通
り
の
一
篇

西
山
夫
人
は
《
手
巾
を
緊
く
握
り
し
め
る
と
い
う
動
作
に
よ
っ
て
、

だ
っ
た
》
と
結
ん
で
い
る
。

次
に
と
り
あ
げ
る
の
は
浅
野
氏
と
同
じ
時
期
に
発
表
さ
れ
た
笠
井

（沈

19)

秋
生
氏
の
論
で
、
同
じ
く
西
山
夫
人
の
態
度
に
「
美
」
を
認
め
て
い

な
い
。

〈
眼
に
は
、
涙
も
た
ま
つ
て
ゐ
な
い
。
声
も
平
生
通
り
で
あ

る
。
そ
の
上
、
口
角
に
は
、
微
笑
さ
え
浮
ん
で
ゐ
る
。
〉

こ
れ
が
、
息
子
の
死
を
語
っ
て
い
る
時
に
、
西
山
夫
人
が
示

し
た
態
度
の
す
べ
て
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
武
士
道

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
西
山
夫
人
は
顔
に
こ

そ
感
情
を
表
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
手
巾
を
緊
く
握
り
し
め
る

と
い
う
動
作
に
よ
っ
て
、
悲
し
み
の
感
情
を
外
に
表
し
て
い
た
。

作
者
も
、
〈
顔
で
こ
そ
笑
つ
て
ゐ
た
が
、
実
は
さ
つ
き
か
ら
、

全
身
で
泣
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
〉
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、

武
士
道
で
な
く
、
武
士
道
の
型
で
あ
る
。
武
士
道
の
表
面
的
な

模
倣
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
西
山
夫
人
の
武
士
道
の
型
を
、
長
谷

川
先
生
は
武
士
道
と
解
し
た
の
で
あ
る
。

「
手
巾
」
の
主
題
は
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
武

士
道
に
対
す
る
皮
肉
や
批
判
だ
と
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
芥
川
の
真
の
意
図
は
、
武
士
道
の

型
を
武
士
道
だ
と
信
ず
る
長
谷
川
先
生
を
諷
剌
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
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第
＿
節
長
谷
川
先
生

悲
し
み
の
感
情
を
外
に
表
し
て
い
た
》
た
め
に
武
士
道
の
型
で
あ
っ

て
、
《
武
士
道
の
表
面
的
な
模
倣
に
す
ぎ
な
い
》
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
引
用
の
前
に
笠
井
氏
は
「
型
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
言
及
し
、

ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
が
「
わ
ざ
と
ら
し
い
や
り
方
、
う
わ
つ
ら
だ
け

の
技
巧
的
模
倣
」
な
ど
の
悪
い
意
味
で
「
型
」
と
い
う
言
葉
を
使
用

し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
武
士
道
に
お
い
て
も

「
型
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
説
き
、

〈
「
型
」
の
美
〉
を
認
め
て
い
る
三
島
氏
や
三
好
氏
の
論
を
否
定
し

て
い
る
。

第
三
章

こ
れ
ま
で
の
「
手
巾
」
論
で
共
通
し
た
解
釈
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

主
人
公
の
「
長
谷
川
先
生
」
は
椰
楡
の
対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。例

え
ば
、
《
曲
り
な
り
》
の
《
興
味
》
で
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
ル
ク
の

ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
を
読
む
先
生
が
、
梅
幸
を
知
ら
な
い
こ
と
が
暴

露
さ
れ
る
。
ま
た
、
作
者
は
岐
阜
ち
ょ
う
ち
ん
と
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル

ギ
ー
を
と
り
あ
げ
、
《
日
の
長
い
初
夏
の
午
後
》
を
形
容
し
つ
つ
、

作
品
分
析

「
し
か
し
、

か
う
云
っ
た
か
ら
と
云
つ
て
、
決
し
て
先
生
が
無
柳
に

苦
し
ん
で
ゐ
る
と
云
ふ
訳
で
は
な
い
。
さ
う
解
釈
し
よ
う
と
す
る
人

が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
分
の
書
く
心
も
ち
を
、
わ
ざ
と
シ
ニ
カ

ル
に
曲
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
注
釈
を
加
え
る
。
さ

ら
に
、
待
っ
て
い
る
客
よ
り
、
客
を
待
た
せ
て
い
る
先
生
の
方
が
待

遠
し
い
と
言
い
な
が
ら
、
《
も
っ
と
も
、
日
ご
ろ
か
ら
謹
厳
な
先
生

の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
れ
が
、
今
日
の
よ
う
な
未
知
の
女
客
に
対
し
て

で
な
く
と
も
、
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
は
、
わ
ざ
わ
ざ
断
る
必
要
も
な

い
で
あ
ろ
う
。
》
と
皮
肉
な
説
明
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
は
、
先
生
は
《
時
刻
を
は
か
つ
て
》
応
接
室
に
行
き
、

客
は
《
先
生
の
判
別
を
超
越
し
た
》
着
物
を
着
て
い
る
。
西
山
夫
人

が
全
身
で
泣
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
先
生
は
、
《
見
て
は
な
ら
な
い

も
の
を
見
た
と
云
ふ
敬
虔
な
心
も
ち
と
、
さ
う
い
ふ
心
も
ち
の
意
識

か
ら
来
る
あ
る
満
足
と
が
、
多
少
の
芝
居
気
で
、
誇
張
さ
れ
た
や
う

な
、
は
な
は
だ
、
複
雑
な
表
情
》
を
し
、
《
眩
し
い
も
の
で
も
見
る

や
う
に
、
梢
、
大
仰
に
、
頸
を
反
ら
せ
な
が
ら
、
低
い
、
感
情
の
籠

っ
た
声
》
で
慰
め
の
言
葉
を
言
う
。

こ
の
よ
う
な
作
者
の
視
点
を
、
磯
貝
氏
は
、
《
完
全
な
見
下
ろ
し

筆
法
で
あ
る
》
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
通
り
、
作
品
を
通
し
て
、

作
者
の
視
点
は
か
な
り
高
い
と
こ
ろ
か
ら
主
人
公
を
見
下
ろ
し
て
い

る
。
社
会
的
地
位
も
あ
り
、
世
間
か
ら
尊
ば
れ
て
い
る
人
物
を
新
し

い
観
点
か
ら
戯
画
化
す
る
こ
と
が
、
芥
川
の
こ
の
作
品
で
の
主
な
目
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で
は
、
「
西
山
夫
人
」
は
作
中
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ

ま
で
も
解
釈
に
揺
れ
が
あ
る
。

片
岡
氏
は
、
ハ
イ
ベ
ル
ク
夫
人
の
《
二
重
の
演
技
》
と
西
山
夫
人

の
態
度
を
同
一
視
し
、
作
者
は
《
武
士
道
の
矯
飾
主
義
に
、
賛
成
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
》
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
三
島
氏
の
論
は
、
作

者
は
、
《
無
意
識
の
う
ち
に
、
西
山
夫
人
の
ス
テ
ロ
オ
タ
イ
プ
な
人

生
的
演
技
を
―
つ
の
静
止
し
た
形
で
、
「
型
」
の
美
と
み
と
め
て
ゐ

た
》
と
全
く
逆
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
島
氏
の
論

は
、
作
品
全
体
に
わ
た
っ
て
い
る
長
谷
川
先
生
へ
の
皮
肉
な
ど
を
全

く
無
視
し
て
お
り
、
海
老
井
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
個
人
的
な
美
的

価
値
観
に
基
づ
い
た
恣
意
的
な
論
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
あ
と
の
三

好
氏
は
、
《
武
士
道
の
批
判
と
い
う
テ
ー
マ
》
で
あ
り
な
が
ら
、
《
彼

女
は
な
お
美
そ
の
も
の
》
と
し
た
。

三
島
氏
や
三
好
氏
が
西
山
夫
人
に
《
美
》
を
認
め
る
よ
う
に
、
多

く
の
読
者
は
、
一
方
的
に
否
定
的
存
在
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
意
図
的
に
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
母
親
を
演

じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
三
島
氏
が
、
作
者
は
《
無
意

第
二
節
西
山
夫
人

的
で
あ
り
、
そ
の
点
に
限
れ
ば
成
功
し
て
い
る
。

識
の
う
ち
に
》
《
「
型
」
の
美
と
み
と
め
て
ゐ
た
》
と
言
っ
て
し
ま
え

ば
、
論
拠
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
恣
意
的
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
読
者

の
実
感
と
し
て
《
美
》
を
感
じ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
西
山
夫

人
を
、
そ
し
て
そ
の
態
度
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。

吉
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
伝
統
主
義
的
な
も
の
を
否
定
し
、
新

し
い
思
想
、
自
由
な
生
き
方
を
肯
定
す
る
気
持
が
芥
川
自
身
に
あ
っ

た
に
せ
よ
、
外
見
的
に
は
伝
統
に
と
ら
わ
れ
な
が
ら
も
、
胸
中
で
息

子
の
死
と
い
う
悲
し
み
を
抱
え
て
い
る
夫
人
を
否
定
で
き
る
で
あ
ろ

う
か
。
ど
の
よ
う
な
表
現
を
す
る
か
と
い
う
問
題
以
前
に
彼
女
の
中

に
は
悲
し
み
が
あ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
外
見
上
伝
統
主
義
的
で
も
、

そ
の
表
現
に
関
わ
ら
ず
、
内
実
の
悲
し
み
を
く
み
取
る
こ
と
が
本
当

の
自
由
さ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
、
彼
女
が
泣
き
喚
い
て
も
、
彼

女
の
悲
し
み
に
変
化
は
な
い
わ
け
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
彼

女
の
悲
し
み
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

し
か
し
、
作
中
の
長
谷
川
先
生
に
と
っ
て
は
、
も
し
、
彼
女
が
泣

き
喚
け
ば
、
彼
女
は
た
だ
の
迷
惑
な
来
客
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

か
。
彼
女
の
こ
れ
ま
で
の
慣
習
に
な
ら
っ
て
表
現
し
た
武
士
道
的
な

態
度
を
先
生
は
気
に
入
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
一
般
化
し
、

訓
話
化
し
、
内
実
と
は
無
関
係
に
形
骸
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題

な
の
で
あ
る
。

笠
井
氏
は
、
西
山
夫
人
の
態
度
を
《
武
士
道
で
は
な
．
く
、
武
士
道

の
型
で
あ
る
》
と
説
き
、
否
定
し
て
い
る
が
、
彼
女
が
武
士
道
で
あ
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ろ
う
が
、
そ
の
型
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
些
細
な
こ
と

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
型
か
、
そ
う
で
は
な
い
か
に
拘
泥
し
て
生

き
る
こ
と
が
、
旧
時
代
的
な
生
き
方
で
あ
り
、
芥
川
が
肯
定
す
る
の

は
、
外
見
上
の
差
違
に
関
わ
ら
ず
、
人
間
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
自

由
さ
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
長
谷
川
先
生
に
は
欠
如
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

西
山
夫
人
は
《
美
》
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
《
美
》

で
あ
る
必
要
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
個
人
的
な
美
的
価
値
観
や
表
面

上
の
態
度
に
関
わ
ら
ず
、
悲
し
み
の
中
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

否
定
す
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
も
し
、
感
情

を
自
然
に
吐
露
す
る
自
由
な
生
き
方
で
は
な
い
と
非
難
す
れ
ば
、
そ

れ
は
「
新
し
い
型
」
で
本
当
の
悲
し
み
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。

ま
た
、
西
山
夫
人
は
確
か
に
長
谷
川
先
生
の
価
値
観
に
適
う
人
物

と
し
て
芥
川
が
用
意
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由

で
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
武
士
道
的
振
る
舞
い
の

た
め
に
、
西
山
夫
人
の
本
当
の
悲
し
み
は
一
般
化
、
訓
話
化
さ
れ
て
、

あ
る
時
は
美
化
さ
れ
、
あ
る
時
は
否
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
西
山
夫
人
は
長
谷
川
先
生
の
観
念
の
中
で
振
り
回
さ
れ
る
わ

け
で
、
彼
女
に
は
何
の
非
も
な
い
。
彼
女
に
あ
る
の
は
息
子
を
亡
く

し
た
悲
し
み
だ
け
で
あ
る
。

第
三
節

芥
川
自
身
は
、
「
手
巾
」
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
い
く
つ
か
の
書
簡
に
こ
の
作
品
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
。

発
表
の
年
の
九
月
二
五
日
付
、
秦
豊
吉
宛
の
書
簡
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。中

央
公
論
へ
は
新
渡
戸
さ
ん
を
か
い
た
の
で
社
会
的
反
響
が
僕

に
と
つ
て
不
快
な
も
の
で
は
な
い
事
を
祈
つ
て
ま
す
作
と
し
て

は

グ

ル

ー

ド

で

駄

目

．

発
表
後
、
十
月
八
日
付
の
井
川
恭
宛
の
書
簡
で
は
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

手
巾
は
僕
は
そ
ん
な
に
得
意
で
は
な
い
が
世
評
は
い
い

こ
の
二
つ
の
書
簡
か
ら
は
、
芥
川
の
自
信
は
伺
わ
れ
ず
、
む
し
ろ
、

新
渡
戸
稲
造
を
モ
デ
ル
に
し
た
こ
と
の
世
間
の
反
応
を
心
配
し
、
作

品
と
し
て
「
羅
生
門
」
「
鼻
」
よ
り
悪
い
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る。
し
か
し
、
次
に
挙
げ
る
十
月
二
四
日
付
の
原
善
一
郎
宛
の
書
簡
に

は
芥
川
の
安
堵
が
伺
わ
れ
る
。

こ
の
頃
僕
も
文
壇
へ
の
入
籍
届
だ
け
は
出
せ
ま
し
た
ま
だ
海
の

も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
自
分
な
が
ら
わ
か
り
ま
せ
ん

こ
れ
は
、
『
新
小
説
』
九
月
号
に
「
芋
粥
」
、
『
中
央
公
論
』
＋
月

号
に
「
手
巾
」
を
の
せ
て
、
世
間
の
反
応
を
感
じ
て
の
芥
川
の
気
持

作
品
の
完
成
度
と
主
題
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「
手
巾
」
は
、
発
表
当
時
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

肯
定
的
な
評
価
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

中
央
公
論
「
手
巾
」
（
芥
川
龍
之
介
氏
）
一
番
短
い
が
こ
の

一
篇
を
最
も
面
白
く
読
ん
だ
、
（
中
略
）
其
処
に
は
見
逃
す
可

ら
ざ
る
或
る
物
が
あ
る
、
そ
れ
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
驚
く
べ
き

程
度
に
ま
で
、
巧
な
る
皮
肉
で
あ
る
。
長
谷
川
謹
造
と
は
某
博

士
と
一
読
し
て
明
ら
か
で
あ
る
が
故
か
、
私
は
二
度
繰
返
し
て

読
ん
だ
が
、
氏
の
筆
の
力
は
驚
嘆
に
値
す
る
、
私
は
先
月
「
芋

粥
」
（
新
小
説
）
を
読
ん
で
氏
の
オ
筆
に
驚
い
た
が
、
今
ま
た

こ
の
一
篇
を
読
ん
で
更
に
氏
の
有
つ
て
ゐ
る
あ
る
も
の
に
驚
か

（注
20)

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

（
＋
束
浪
人
「
十
月
の
雑
誌
」
『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
五
年

十
月
十
日
）

先
月
の
「
新
思
潮
」
に
載
っ
た
「
芋
粥
」
な
ど
よ
り
ず
つ
と
い

い
。
或
は
、
こ
の
作
者
の
逸
品
の
一
た
る
「
酒
虫
」
な
ど
よ
り

も
、
そ
の
作
品
の
渾
然
と
し
て
何
等
の
破
綻
を
も
見
せ
な
い
点

に
於
い
て
は
、
寧
ろ
勝
れ
た
と
こ
ろ
が
多
い
か
も
知
れ
な
い
。

例
に
依
つ
て
、
書
き
方
が
碇
つ
か
り
し
て
、
何
処
に
も
危
な
つ

か
し
さ
が
見
え
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
与
へ
ら
れ
た
題
材
を

消
化
し
て
、
思
ふ
と
こ
ろ
を
平
気
で
ぐ
ん
／
＼
書
い
て
ゆ
く
手

腕
は
、
殆
ん
ど
新
進
の
作
家
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
老
巧

（注
21)

を
極
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
赤
木
桁
平
「
十
月
の
創
作
」
『
読
売
新
聞
』
大
正
五
年
十
月

十
日
）

こ
の
よ
う
な
評
価
が
あ
っ
た
た
め
に
、
芥
川
は
《
入
籍
届
だ
け
は

出
せ
ま
し
た
》
と
言
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
分
自
身
と
し

て
は
、
決
し
て
自
信
作
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
《
作
と
し
て
は
グ

ル
ー
ド
で
駄
目
》
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
グ
ル
ー
ド
」
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
の

g
o
u
r
d
(
e
)
で
、
か
じ
か
ん
だ
と
い
う
意
味
と
考
え

ら
れ
る
。
で
は
、
ど
の
あ
た
り
が
《
駄
目
》
な
の
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
こ
の
作
品
は
『
中
央
公
論
』
に
発
表
さ
れ
た
が
、
第
一
章

で
取
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
『
新
思
潮
』
用
の
原
稿
と
し

て
書
か
れ
た
「
武
士
道
（
小
品
）
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
『
中
央
公
論
』
用
の
作
品
が
充
分
に
発
酵
し
な
い
た
め
に
、
『
中

央
公
論
』
用
の
原
稿
と
し
て
、
訂
正
さ
れ
、
「
手
巾
」
に
仕
上
げ
ら

れ
た
。こ

の
成
立
過
程
か
ら
既
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
も
と
も

と
の
「
武
士
道
（
小
品
）
」
と
い
う
作
品
は
、
個
人
的
な
競
作
意
識

が
強
か
っ
た
。
素
材
、
「
久
米
に
献
ず
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、

一
高
時
代
に
直
接
触
れ
た
新
渡
戸
稲
造
、
そ
れ
に
『
新
思
潮
』
と
い

う
発
表
の
舞
台
。
仲
間
内
を
意
識
し
て
執
筆
さ
れ
た
の
は
確
か
だ
ろ

．つ
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し
か
し
、
『
中
央
公
論
』
に
発
表
と
な
る
と
、
文
壇
の
注
目
度
も

違
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
し
、
主
題
と
し
て
も
う
少
し
社
会
性
も
必

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
あ
る
程
度
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
が
、
必
ず

し
も
成
功
し
て
な
い
。
そ
の
結
果
、
芥
川
自
身
《
駄
目
》
と
感
じ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

吉
田
氏
な
ど
も
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
お
り
、

《
文
明
批
評
と
し
て
は
つ
つ
こ
み
方
が
足
り
》
な
い
と
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
も
、
「
文
明
批
評
」
と
し
て

の
未
熟
さ
を
説
く
論
が
続
く
一
方
で
、
三
島
氏
の
よ
う
な
論
も
提
出

さ
れ
、
西
山
夫
人
に
関
す
る
解
釈
も
一
定
し
な
い
。

『
中
央
公
論
』
に
芥
川
が
は
じ
め
て
書
い
た
作
品
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
少
し
過
大
に
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

最
近
は
、
浅
野
氏
の
論
の
よ
う
に
、
《
知
的
据
傲
を
誇
る
新
世
代
の

青
年
が
、
同
じ
世
代
の
〈
幕
開
け
〉
を
高
ら
か
に
告
知
す
る
い
か
に

も
明
解
な
作
意
通
り
の
一
篇
だ
っ
た
と
い
え
る
》
と
「
文
明
批
評
」

と
い
う
見
地
か
ら
一
歩
退
い
て
肯
定
的
に
捉
え
る
意
見
も
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
解
釈
の
揺
れ
を
み
る
と
、
浅
野
氏
の
言
う
よ
う
に
、

《
明
解
》
で
《
作
意
ど
お
り
》
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、

旧
世
代
に
と
っ
て
は
《
令
名
あ
る
教
育
家
》
で
あ
る
先
生
を
、
地
位

や
名
誉
に
惑
わ
さ
れ
ず
冷
静
で
客
観
的
に
見
下
ろ
し
て
、
そ
の
至
ら

な
さ
を
皮
肉
た
っ
ぷ
り
に
捉
え
る
。
そ
れ
を
、
虚
構
空
間
に
作
り
上

げ
る
こ
と
が
芥
川
の
意
図
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
手
巾
」
は
、
発
表
当
時
自
然
主
義
の
作
家
か
ら
酷
評
を
受
け
た

が
、
そ
れ
は
、
「
手
巾
」
が
自
然
主
義
の
作
品
と
大
き
な
違
い
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
若
い
芥
川
が
求
め
た
も
の
は
、
完
成
さ
れ
た

虚
構
世
界
で
あ
っ
た
。
「
羅
生
門
」
な
ど
は
、
説
話
と
い
う
過
去
の

舞
台
を
も
と
に
、
現
代
的
知
性
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
虚
構
世
界
で

あ
っ
た
。
一
方
、
「
手
巾
」
は
、
現
代
を
舞
台
と
し
、
一
読
し
て
わ

か
る
よ
う
な
実
在
の
人
物
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
現
実
を
み
つ
め

な
が
ら
も
、
自
然
主
義
的
に
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
如
何
に
完
成
さ
せ
る
か
が
、
当
時
の
芥
川
の
課
題
で
あ
っ

こ。t
 「

手
巾
」
の
完
成
度
を
考
え
る
と
、
確
か
に
成
功
し
て
い
な
い
。

文
明
批
評
と
し
て
考
え
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
物
足
り
な
い
。

し
か
し
、
芥
川
の
狙
い
は
、
武
士
道
の
批
判
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
論
を
通
し
て
考
え
て
み
て
、
私
に
は
武
士
道
批
判
と
い
う
よ
り
は
、

武
士
道
精
神
と
キ
リ
ス
ト
教
精
神
と
の
合
致
を
楽
観
的
に
信
じ
、
一

般
化
、
訓
話
化
し
て
し
ま
う
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
自
信
に
満

ち
た
「
先
生
」
に
対
す
る
皮
肉
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
多
く
の

人
々
に
支
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
盲
目
に
信
頼
す
る
の
で

は
な
く
、
疑
問
視
し
、
捉
え
な
お
す
。
そ
れ
を
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と

結
ぴ
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注

こ
の
よ

し
て
完
成
さ
せ
、
時
に
は
競
作
と
し
て
楽
し
ん
で
し
ま
う
。

う
に
捉
え
れ
ば
、
「
手
巾
」
は
、
い
か
に
も
芥
川
を
は
じ
め
と
す
る

大
正
の
文
壇
を
象
徴
し
、
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
意
気
込
み

が
感
じ
ら
れ
る
一
篇
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
頃
の
芥
川
は
、
言
葉
が
作
意
通
り
に
い
か
な
い

こ
と
に
試
行
錯
誤
し
て
も
、
諦
め
て
は
い
な
い
。
言
葉
に
よ
る
堅
固

な
虚
構
空
間
を
構
築
す
る
の
に
敗
北
を
感
じ
る
の
は
も
っ
と
後
年
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

(
l
)
引
用
は
関
口
安
義
編
『
芥
川
龍
之
介
研
究
資
料
集
成
』
（
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
。

(
2
)
大
正
五
年
二
月
十
九
日
付
芥
川
宛
の
書
簡
。
引
用
は
『
夏
目
漱
石
全

集
』
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

(
3
)
府
立
三
中
の
一
年
先
輩
堀
内
利
器
の
こ
と
。

(
4
)
大
正
五
年
八
月
三
十
一
日
付
蔭
山
金
左
衛
門
宛
の
書
簡
゜

(
5
)
大
正
十
三
年
六
月
十
日
、
東
京
高
等
師
範
学
校
付
属
小
学
校
講
堂
で

行
わ
れ
た
全
国
教
育
者
協
議
会
で
の
講
演
で
、
「
私
が
高
等
学
校
に
居

り
ま
し
た
頃
、
校
長
は
新
渡
戸
稲
造
氏
で
、
同
氏
の
倫
理
の
講
義
を

聴
き
ま
し
た
が
、
」
と
あ
る
。

(
6
)
大
正
五
年
三
月
二
十
四
日
付
恒
藤
恭
宛
の
書
簡
に
ロ
ー
レ
ン
ス
の
死

と
葬
儀
参
加
を
告
げ
る
言
及
が
あ
る
。

(
7
)
「
母
」
の
本
文
の
引
用
は
『
久
米
正
雄
全
集
』
（
平
凡
社
）
に
よ
る
。

(
8
)
浅
野
洋
「
『
手
巾
』
私
注
」
参
照
。
初
出
は
『
立
教
大
学
日
本
文

学
』
第
五
十
一
号
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
。
た
だ
し
引
用
は
『
芥
川

龍
之
介
作
品
集
成
』
第
四
巻
所
収
（
平
成
十
一
年
）
に
よ
る
。

(
9
)
「
母
」
の
主
人
公
名
は
、
初
出
『
新
思
潮
』
（
大
正
五
年
八
月
）
で
は

「
長
谷
部
博
造
」
で
あ
り
、
『
久
米
正
雄
全
集
』
で
は
「
矢
田
部
博

造
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

(10)
引
用
は
岩
波
文
庫
の
矢
内
原
忠
雄
訳
（
昭
和
十
三
年
）
に
よ
る
。
以

下
の
「
武
士
道
」
の
引
用
も
同
じ
で
あ
る
。

(11)
吉
田
精
一
『
芥
川
龍
之
介
』
（
三
省
堂
昭
和
十
七
年
）
参
照
。

(12)
片
岡
良
一
『
芥
川
龍
之
介
』
参
照
。
初
出
は
『
芥
川
龍
之
介
』
（
福

村
書
店
昭
和
二
十
七
年
）
。
た
だ
し
引
用
は
『
片
岡
良
一
著
作
集
』
第

九
巻
（
中
央
公
論
社
昭
和
五
十
五
年
）
に
よ
る
。

(13)
三
島
由
紀
夫
「
解
説
」
（
角
川
文
庫
『
南
京
の
基
督
』
所
収
昭
和

三
十
一
年
）
参
照
。

(14)
海
老
井
英
次
編
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
⑪
芥
川
龍
之
介
』
（
角
川
書

店
昭
和
五
十
六
年
）
参
照
。

(15)
三
好
行
雄
「
仮
構
の
生
ー
「
大
川
の
水
」
を
め
ぐ
っ
て
」
参
照
。
初

出
は
『
現
代
の
エ
ス
プ
リ
』
昭
和
四
十
二
年
三
月
号
。
た
だ
し
引
用

は
『
芥
川
龍
之
介
論
・
三
好
行
雄
著
作
集
』
第
三
巻
所
収
（
筑
摩
書

房
平
成
五
年
）
に
よ
る
。

(16)
磯
貝
英
夫
「
手
巾
」
（
『
國
文
學
』
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
）
参
照
。

(17)
注

(14)
を
参
照
。

(18)
注

(
8
)
を
参
照
。

(19)
笠
井
秋
生
「
『
手
巾
』
ー
武
士
道
と
型
」
（
『
芥
川
龍
之
介
作
品
研

究
』
所
収
双
文
社
出
版
平
成
五
年
）
参
照
。
初
出
は
「
芥
川
龍
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付
記「

手
巾
」
の
本
文
、
「
武
士
道
（
小
品
）
」
の
本
文
、

は
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

芥
川
の
書
簡
の
引
用

之
介
『
手
巾
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
目
で
『
日
本
近
代
文
学
』
第

三
十
集
昭
和
五
十
八
年
十
月
。

(20)
引
用
は
『
芥
川
龍
之
介
研
究
資
料
集
成
』
に
よ
る
。

(21)
引
用
は
『
芥
川
龍
之
介
研
究
資
料
集
成
』
に
よ
る
。
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